
高生産性農業機械、加工施設等の導入による茶園管理
及び加工の省力化

事 業 名：経営構造対策事業（平成12年度認定）
地 区 名：三重県四日市市水沢地区
事業主体：① すいざわ茶生産組合

② 水沢野田茶生産組合
③ (農)水沢かぶせ会製茶共同組合
④ きらら機械利用組合
⑤ (農)水沢茶業
⑥ 西野茶園整備組合

施 設 名：高生産性農業用機械（複合管理機）
①８台（Ｈ12 、４台（Ｈ13 、②４台（Ｈ12 、） ） ）
③６台（Ｈ13 、④４台（Ｈ14 、⑤４台（Ｈ14）） ）
農畜産物処理加工施設
③ＦＡ250ｋ加工ライン １ライン（Ｈ12）
防霜施設
⑥防霜ファン2.7ha（Ｈ13）

事 業 費：高生産性農業用機械
① 68,518千円（国費： 32,627千円）
② 22,107千円（国費： 11,053千円）
③ 32,442千円（国費： 15,448千円）
④ 19,273千円（国費： 9,636千円）
⑤ 21,504千円（国費： 10,713千円）
農畜産物処理加工施設
③315,000千円（国費：150,000千円）
防霜施設
⑥ 8,768千円（国費： 4,383千円）

１．各組織の概要
組織名 す い ざ わ 水 沢 野 田 (農 )水沢 き ら ら機 (農 )水沢 西 野 茶 園

茶 生 産 組 茶 生 産 組 かぶせ 会 械 利 用 組 茶業 整備組合

合 合 製 茶 共 同 合

組合

構成員 42名 ５名 ７名 ５名 14名 ７名

H７.８.22 H10.４.14 H２.５.２ H14.３.29 S49.８.13 H８.８.28設立年月日

共 同 利 用 茶 生 産 の 共 同 利 用 共 同 利 用 共 同 利 用 茶 園 （ 基業務内容等

施設 の 設 改 善 、 茶 施 設 の 設 施 設 の設 施設 の設 盤及 び 施

置及 び 農 園 管 理 機 置 及 び 農 置 及 び共 置及 び農 設） の 維

作業 の 共 械 の共 同 作 業 の 共 同 利 用 に 作業 の共 持管理

同化 に 関 利 用 と 維 同 化 に 関 関 す る事 同化 に関

する事業 持管理 に する事業 業 、 農作 する事業、

関 する 事 農 業 の 経 業受委託

業 営

連絡先 四日市市役所商工農水部農水事業課

三重県四日市市諏訪町１－５

℡ 0593-54-8181

２．取組概要
（１）施設導入経緯
地域特産物である茶の生産については、生産農家の高齢化が進行
する中で、茶園管理作業や加工作業の軽労化、効率化が求められて
いた。そのため、意欲ある経営体を中心として設立されていた地域
の各生産組合において経営体の規模拡大が可能となるような茶園管
、 。 、（ ）理機械 防霜施設の共同利用をおこなうこととなった また 農

水沢かぶせ会製茶協同組合では、従来の製茶機械をＦＡ化し、効率
化、高品質化を図ることとなった。



（２）取組概要
高生産性農業用機械の導入を契機に茶園の再整備が進み、茶園管
理作業の省力化が図られたほか、ＦＡ加工施設の導入により省力化
及び品質管理の高度化が図られた。その結果、10アール当たりの経
営体労働時間（摘採・加工）が11年度に 9.9時間であったものが15
年度には６時間までに減少している。近年は茶の価格が低迷してお
り、今回導入した機械施設を積極的に活用することによって、生産
から加工までの一連の工程について、より一層の効率化を図ってい
るところである。

３．目標設定
（１）全国共通目標

認定農業者の育成 担い手への農地の利用集積 遊休農地の

解消上段：集積率（ ％ 、下段：面積(ha)）

目標 増加率 計画時 目 標 増加ﾎﾟ 目標計 画 時 市町村目標割 地区目標割合 計 画 時

人 人 （％） ％ （％） ｲﾝﾄ (ha) (ha)（ ）（ ） （ ）合

60 65 108.3 4.3 15.5 (31.7%) (42.0%) 10.3 0.0 0.0

185.0 245.0

（２）地区選択目標
経営体労働時間 経営体荒茶販売数量

計画時(hr/10a) 目 標(hr/10a) 計画時(ｔ) 目 標(ｔ)

9.9 5.8 214.0 254.0

○整備施設
複合管理機（摘採兼整枝機） 複合管理機（防除兼裾刈機）

農畜産物処理加工施設(茶加工ﾗｲﾝ) 防霜施設（防霜ファン）


